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は
じ
め
に

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
一
日
「
開
か
れ
る
弘
前
藩
の
宝く

ら蔵
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
岩
木
山
麓
に
所
在
す
る
高
照
神
社
に
隣
接
し
て
高
岡
の
森
弘
前
藩

歴
史
館
（
以
下
「
歴
史
館
」
と
す
る
）
が
開
館
し
た
。
弘
前
藩
四
代
藩
主
津
軽
信
政

（
一
六
四
六
―
一
七
一
〇
）
を
祭
神
と
す
る
高
照
神
社
に
は
、
信
政
の
遺
品
を
始
め

津
軽
家
や
弘
前
藩
に
関
わ
る
宝
物
が
数
多
く
奉
納
さ
れ
現
代
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ

の
資
料
群
は
地
域
の
歴
史
文
化
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
・
美
術
工

芸
資
料
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
適
正
な
環
境
の
も
と
保
存
し
、
展
示
公
開
に
よ
り
広
く

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
歴
史
館
は
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
歴
史
館
建
設
の
最
終
段
階
に
整
備
担
当
と
な
り
、
開
館
後
は
展
覧
会
開

催
や
収
蔵
資
料
の
保
存
管
理
な
ど
学
芸
業
務
を
中
心
と
し
て
管
理
運
営
に
関
わ
っ
て

い
る
。
新
設
館
の
整
備
そ
し
て
開
館
と
い
う
、
学
芸
員
と
し
て
も
な
か
な
か
得
難
い

貴
重
な
経
験
を
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
歴
史
館
整
備
の
経
緯
や
展
示
概
要
と
活
動

状
況
、
そ
し
て
歴
史
館
の
役
割
等
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
す
る
。

〔
施
設
紹
介
〕

高
岡
の
森
弘
前
藩
歴
史
館
の
開
館

鶴
巻　

秀
樹

一　

施
設
整
備
の
経
緯

　

高
照
神
社
に
寄
進
さ
れ
た
奉
納
品
を
収
蔵
公
開
し
て
い
た
「
高
照
神
社
宝
物
殿
」

が
老
朽
化
し
、
収
蔵
管
理
す
る
環
境
面
に
お
い
て
支
障
を
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

弘
前
藩
の
貴
重
な
資
料
群
を
保
存
し
、
展
示
公
開
す
る
施
設
の
新
規
整
備
が
計
画
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
照
神
社
の
文
化
財
の
管
理
と
展
示
公
開
を
担
う
「
高
照
神
社

文
化
財
維
持
保
存
会
後
援
会
」
に
よ
る
地
道
な
保
存
活
動
が
続
け
ら
れ
た
も
の
の
、

収
蔵
施
設
の
老
朽
化
は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
宝
物
の
劣
化
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

に
あ
っ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
の
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
弘
前
市
が
、
旧

岩
木
町
・
旧
相
馬
村
と
新
設
合
併
に
向
け
て
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建
設
計
画
」
に
お

い
て
、「
津
軽
歴
史
文
化
資
料
館
」
の
整
備
が
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

平
成
十
九
年
十
月
に
高
照
神
社
代
表
役
員
ほ
か
六
名
連
名
で
「
津
軽
歴
史
文
化
資

料
館
の
早
期
建
設
に
つ
い
て
」
弘
前
市
長
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
二
十
年
の
「
弘

前
市
総
合
計
画
」
に
お
け
る
合
併
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
事
業
が
搭
載
さ
れ
た
。
事

業
開
始
の
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
度
に
は
館
の
規
模
や
設
備
な
ど
を
検
討
す
る
基

礎
調
査
が
行
わ
れ
、
二
十
三
年
度
に
建
築
基
本
設
計
を
行
っ
た
。
二
十
六
年
四
月
に

高
照
神
社
と
弘
前
市
と
の
間
で
資
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
同
年
度
に
建
設
用
地
を
取
得
し
、
保
安
林
や
自
然
公
園
な
ど
関
係
法
令

等
に
係
る
諸
手
続
き
、
建
築
及
び
展
示
の
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
高
照
神
社
馬

場
跡
に
つ
い
て
も
、
地
元
町
会
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
保
存
整
備
を
行
う
こ
と
が
事

業
化
さ
れ
、
資
料
館
整
備
と
並
行
し
て
用
地
取
得
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
、
整
備
実
施

設
計
を
経
て
、
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
二
十
七
年
度
に
資
料
館
建
設
用
地
の
立
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木
伐
採
、
敷
地
造
成
工
事
な
ど
を
行
っ
た
上
で
、
建
築
工
事
を
着
工
し
た
。
約
二
か

年
の
建
築
工
事
を
経
て
二
十
九
年
十
二
月
に
は
建
物
が
完
成
し
、
翌
年
二
月
に
展
示

ケ
ー
ス
等
を
含
む
内
装
工
事
も
完
了
し
、
収
蔵
物
の
搬
入
が
行
わ
れ
た
。
施
設
名
称

は
公
募
に
よ
り
「
高
岡
の
森
弘
前
藩
歴
史
館
」
と
決
定
し
、
事
業
開
始
か
ら
八
年
の

歳
月
を
経
て
平
成
三
十
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

　

建
物
の
構
造
と
し
て
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
一
部
鉄
骨
造
二
階
建
、
延
床
面

積
一
六
三
六
・
五
六
㎡
、
う
ち
展
示
室
四
二
四
㎡
、
収
蔵
室
五
二
一
・
八
〇
㎡
を
要

し
て
い
る
。
収
蔵
庫
の
面
積
を
や
や
広
め
に
確
保
し
た
の
は
、
弘
前
藩
に
関
わ
る
資

料
を
収
蔵
す
る
役
割
を
長
年
負
っ
て
き
た
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
と
弘
前
市
立
博
物

館
の
収
蔵
の
余
地
が
狭
小
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
両
館
所
蔵
資
料
の
整

理
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
状
況
も
勘
案
し
て
、
将
来
的
に
資
料
の
移
管
集
約
な
ど
も

視
野
に
入
れ
て
歴
史
館
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
次
第
で
あ
る
。

二　

展
示
概
要
と
活
動

　

津
軽
信
政
の
遺
品
や
歴
代
藩
主
が
奉
納
し
た
宝
物
、
藩
が
経
営
し
た
神
社
と
し
て

の
関
連
古
文
書
類
、
ま
た
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
初
代
藩
主
津
軽
為
信
（
一
五

五
〇
―
一
六
〇
七
）
が
合
祀
さ
れ
た
際
に
津
軽
家
や
旧
藩
士
た
ち
よ
り
武
具
類
を
は

じ
め
多
く
の
品
々
が
寄
進
さ
れ
、
今
に
伝
わ
る
高
照
神
社
の
収
蔵
資
料
群
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
中
核
と
す
る
歴
史
館
の
収
蔵
資
料
に
、
市
立
博
物
館
・
図
書

館
ほ
か
地
域
に
伝
来
し
て
き
た
資
料
を
加
え
て
、
江
戸
時
代
の
津
軽
・
弘
前
を
主
要

テ
ー
マ
と
し
た
展
示
公
開
が
行
わ
れ
る
。

　

常
設
展
で
は
、
地
域
の
成
り
立
ち
に
大
き
く
関
わ
る
弘
前
藩
津
軽
家
や
藩
士
た
ち

の
旧
蔵
品
を
中
心
と
し
て

展
示
す
る
も
の
で
、
津
軽

信
政
着
用
具
足
を
シ
ン
ボ

ル
に
、
津
軽
領
や
弘
前
城

下
の
絵
図
、
弘
前
藩
の
歴

史
年
表
や
津
軽
家
の
系
図
、

岩
木
山
を
中
心
と
し
た
地

形
模
型
な
ど
に
よ
っ
て
弘

前
藩
の
歴
史
像
や
地
域
像

を
紹
介
し
て
い
る
。
企
画

展
は
神
社
収
蔵
品
を
中
心

に
、
弘
前
藩
に
関
わ
る
歴

史
資
料
・
美
術
工
芸
資
料

を
展
示
し
、
江
戸
時
代
の

「津軽信政着用具足」を中心とした導入空間としての第一展示室

弘
前
を
理
解
で
き
る
よ
う
企
画
し
、
概
ね
年
四
回
の
企
画
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
開

館
初
年
度
は
「
開
館
記
念
展
」「
高
岡
の
森
の
美
術
展
」「
高
岡
の
森
の
刀
剣
展
」「
高

岡
の
森
の
絵
図
展
」
を
開
催
し
、
令
和
元
年
度
は
「
お
殿
様
た
ち
の
暮
ら
し
」「
日

本
刀
の
美
」「
津
軽
信
政
と
高
照
神
社
」「
江
戸
の
旅
と
観
光
」
を
開
催
す
る
。
歴
史

館
所
蔵
資
料
と
し
て
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
多
く
の
刀
剣
類
を
活
か
す
た
め
、
ま
た

重
要
文
化
財
刀
剣
の
公
開
を
期
待
さ
れ
て
も
い
る
た
め
、
今
後
も
年
に
一
回
は
刀
剣

に
関
わ
る
企
画
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

　

資
料
保
存
の
観
点
や
御
神
宝
と
し
て
の
性
格
に
よ
り
実
物
展
示
が
困
難
な
も
の
は

レ
プ
リ
カ
展
示
と
し
つ
つ
、
大
部
分
は
実
物
展
示
を
基
本
と
し
て
い
る
。
実
物
資
料
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が
長
大
ま
た
は
数
が
多
く
全
て
を
観
覧
に
供
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
、
大
型
絵
図

や
十
ｍ
を
超
え
る
絵
巻
物
、
全
五
十
四
枚
の
大
絵
馬
に
つ
い
て
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利
用
し
て
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
展
示
物
が
江
戸
時
代
を

中
心
と
す
る
美
術
工
芸
資
料
や
歴
史
資
料
と
限
ら
れ
て
お
り
、
特
に
刀
剣
類
の
鑑
賞

の
環
境
を
考
慮
し
て
展
示
室
の
壁
面
色
は
濃
紺
と
し
た
。
暗
色
を
背
景
に
落
ち
着
い

た
空
間
で
一
点
一
点
の
展
示
物
に
集
中
で
き
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
く
な
ど
、
概
ね

良
好
な
観
覧
環
境
を
提
供
で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

展
示
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
歴
史
館
に
併
せ
て
整
備
し
た
高
照
神
社
馬
場
跡
の

活
用
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
神
馬
奉
納
と
流
鏑
馬
を
実
施
し
て
き
た
。
他
に

も
歴
史
館
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
甲
冑
レ
プ
リ
カ
の
着
付
け
体
験
や
抜
刀
道
の

演
武
、
外
部
講
師
を
招
聘
し
て
の
歴
史
館
講
座
、
ロ
ビ
ー
を
会
場
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
弘
前
市
と
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
青
森
県
支

部
は
刀
剣
の
保
存
や
普
及
啓
発
に
係
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
令
和
元
年
八
月
に

は
「
刀
剣
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
刀
剣
女
子
に
よ
る
展
示
刀
剣
の
解
説
会

や
支
部
会
員
に
よ
る
相
談
会
も
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
九
月
に
は
古
武
術
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
解
説
会
・
講
演
会
や
全
国
か
ら
集
結
し
た
各
流
派
に
よ

る
演
武
会
、
市
民
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
歴
史
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

　

歴
史
館
の
役
割
は
単
に
資
料
を
収
蔵
し
、
展
示
公
開
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
ほ
か
様
々
な
教
育
普
及
の
機
会
を
捉
え
て
、
地
域
に
伝
わ
る
無
形
の
伝
統

文
化
を
市
民
に
伝
え
る
場
と
し
て
、
地
域
文
化
伝
導
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三　

文
化
財
保
護
と
歴
史
館
の
役
割

　

高
岡
の
森
弘
前
藩
歴
史
館
条
例
第
二
条
に
設
置
目
的
と
し
て
「
弘
前
藩
を
中
心
と

し
た
津
軽
の
歴
史
、
美
術
工
芸
等
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
保
管
、
展
示
等
を
行
っ

て
教
育
的
配
慮
の
下
に
市
民
の
利
用
に
供
し
、
も
っ
て
教
育
の
振
興
及
び
文
化
の
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
収
集
・
保
管
・
展
示
の
対
象
を

「
津
軽
に
関
す
る
歴
史
、
美
術
工
芸
そ
の
他
の
資
料
」
と
す
る
市
立
博
物
館
に
対
し
て
、

「
弘
前
藩
を
中
心
と
し
た
津
軽
の
歴
史
、
美
術
工
芸
等
に
関
す
る
資
料
」
と
限
定
し

て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
文
言
は
市
立
博
物
館
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
両
館
と

も
市
が
設
置
す
る
人
文
系
博
物
館
で
あ
り
設
置
目
的
は
当
然
類
似
し
て
は
い
る
が
、

館
名
の
と
お
り
「
弘
前
藩
」
を
意
識
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

歴
史
館
の
収
蔵
品
の
中
核
を
な
す
の
は
高
照
神
社
所
蔵
の
宝
物
で
あ
る
。
そ
の
宝

物
の
特
徴
と
し
て
は
、
初
代
藩
主
為
信
が
豊
臣
秀
吉
よ
り
拝
領
し
津
軽
家
に
宝
刀
と

し
て
伝
来
し
た
太
刀
銘
「
友
成
作
」
と
、
神
社
祭
神
の
津
軽
信
政
佩
刀
で
あ
る
太
刀

銘
「
真
守
」
の
二
口
が
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
他
に
も
県
重
宝
十
一

口
、
市
指
定
有
形
文
化
財
二
十
口
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
刀
剣
類
を
所
蔵
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
五
十
二
年
開
館
の
市
立
博
物
館
に
も
多
く
の
刀
剣
類
が
所
蔵

さ
れ
て
き
た
が
、
刀
剣
を
含
む
武
具
類
の
効
率
的
な
管
理
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
多

く
が
歴
史
館
に
集
約
さ
れ
、
二
百
四
十
口
を
超
え
る
刀
剣
を
収
蔵
し
管
理
し
て
い
る
。

　

現
在
、
弘
前
市
内
に
所
在
す
る
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
を
除
く
）
は
、
国
指

定
六
件
・
県
指
定
二
十
六
件
・
市
指
定
百
十
四
件
、
そ
の
う
ち
歴
史
館
収
蔵
の
文
化

財
は
、
国
指
定
二
件
・
県
指
定
四
件
・
市
指
定
十
七
件
を
数
え
る
。
中
で
も
工
芸
品

に
お
け
る
刀
剣
類
に
限
る
と
、
国
指
定
三
件
三
口
中
二
件
二
口
、
県
指
定
五
件
十
五

口
中
二
件
十
二
口
、
市
指
定
八
件
二
十
七
口
中
二
件
二
十
一
口
を
収
蔵
す
る
と
い
う
、

市
内
に
所
在
す
る
文
化
財
指
定
刀
剣
類
の
大
部
分
を
所
蔵
し
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
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た
。

　

近
年
に
お
け
る
文
化
財
の
盗
難
等
被
害
の
増
加
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
年
よ
り
文

化
庁
は
国
指
定
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
の
所
在
確
認
の
現
況
を
公
表
し
て
い
る
。

直
近
の
平
成
三
十
年
度
末
の
状
況
で
調
査
対
象
の
指
定
文
化
財
の
う
ち
所
在
不
明
が

一
・
四
％
あ
る
と
し
、
種
別
内
訳
と
し
て
工
芸
品
が
最
も
多
く
、
中
で
も
刀
剣
が
不

明
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
以
前
、
あ
る
刀
剣
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
「
銃
砲
刀

剣
類
登
録
証
さ
え
附
属
し
て
い
れ
ば
刀
剣
所
持
に
不
都
合
が
な
い
た
め
、
文
化
財
と

し
て
の
所
在
・
所
有
者
変
更
も
銃
刀
法
上
の
所
有
者
変
更
も
届
出
の
必
要
性
を
感
じ

な
い
」
と
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
刀
剣
類
は
比
較
的
頻
繁
に
愛

好
家
の
間
で
売
買
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
コ
レ
ク
タ
ー
の
率
直
な
意
見
に
裏
付

け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
移
動
を
把
握
す
る
こ
と
も
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
結
果
と
し

て
所
在
不
明
に
な
る
傾
向
に
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
弘
前
や
津
軽
地
域
の
人
文
系
資
料
を
数
多
く
所
蔵
し

展
示
公
開
し
て
き
た
市
立
博
物
館
に
加
え
て
、
主
要
な
収
蔵
品
と
し
て
刀
剣
を
数
多

く
抱
え
る
歴
史
館
が
新
設
さ
れ
た
。
ま
ず
は
適
正
な
環
境
を
整
え
ら
れ
る
収
蔵
展
示

設
備
を
有
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
は
的
確
な
取
り
扱
い
が
で
き
る
人
材
を

育
成
し
、
確
実
な
技
術
継
承
の
場
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
更
に
、
定
期
的
に

刀
剣
展
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
刀
剣
愛
好
家
や
所
蔵
者
の
協
力
の
も
と
開
催

に
向
け
て
の
最
新
情
報
の
把
握
が
必
須
で
あ
り
、
ま
た
調
査
や
展
示
に
よ
り
実
物
の

現
状
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
実
物
資
料
を
良
好
な
状
態
で
後

世
に
伝
え
、
か
つ
情
報
を
収
集
し
整
理
保
管
す
る
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
、
刀

剣
を
含
む
有
形
文
化
財
の
保
護
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。

お
わ
り
に

　

平
成
三
十
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
一
年
間
で
約
二
万
一
千
人
の
来
館
者
を
迎
え

た
。
ま
た
、
弘
前
市
の
観
光
の
中
心
と
な
る
弘
前
公
園
よ
り
約
十
㎞
の
岩
木
山
麓
と

い
う
観
光
客
等
の
来
館
の
困
難
な
場
に
所
在
し
、
ま
た
通
年
開
館
し
て
は
い
て
も
冬

季
は
豪
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
と
い
っ
た
立
地
を
考
慮
す
る
と
、
旧
宝
物
殿
は
夏
季
の
四

か
月
程
度
開
館
し
て
二
千
人
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
べ
て
も
、
決
し
て
少
な
く
な

い
と
考
え
て
い
る
。

手前に歴史館・高照神社社殿群・馬場跡が並び、奥には高岡集落
　

弘
前
市
が
策
定
し
た

「
岩
木
山
地
域
ブ
ラ
ン
ド

基
本
戦
略
」
中
の
戦
略
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
温
泉

と
合
わ
せ
て
楽
し
む
観
光

資
源
の
強
化
」
が
掲
げ
ら

れ
、
温
泉
と
神
社
や
歴
史

館
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

地
域
振
興
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
開
館
初
年
度
に
多
く

の
団
体
の
来
館
が
あ
り
、

展
示
解
説
を
二
百
三
十
回
、

三
千
八
百
九
十
九
人
に
対

し
て
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
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ら
の
団
体
の
多
く
は
岩
木
山
麓
を
中
心
と
し
た
近
隣
の
宿
泊
施
設
等
の
宿
泊
・
日
帰

り
パ
ッ
ク
の
流
れ
で
の
来
館
で
あ
り
、
歴
史
館
の
存
在
が
地
域
振
興
の
一
助
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
館
開
館
間
も
な
く
神
社
門
前
の
高
岡

集
落
内
に
古
民
家
カ
フ
ェ
も
オ
ー
プ
ン
し
、
当
地
域
に
新
た
な
交
流
が
生
み
出
さ
れ

て
い
る
。

　

多
く
の
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
れ
ば
歴
史
館
の
立
地
は
恵
ま
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
隣
接
す
る
高
照
神
社
は
国
内
唯
一
の
吉
川
神
道
に
基

づ
く
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
で
あ
り
、
信
政
の
廟
所
や
馬
場
跡
は
緑
豊
か
な
境
内
地

空
間
に
所
在
し
、
三
百
年
経
て
現
在
も
神
社
管
理
を
担
い
続
け
て
い
る
高
岡
集
落
な

ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
歴
史
体
感
の
場
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
得
難
い
資
産
を
活
か
し
つ
つ
、
歴
史
館
は
弘
前
市
の
歴
史
と
文
化
の
理
解
を

深
め
る
場
と
し
て
、
加
え
て
、
地
域
の
文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
、
岩
木

山
地
域
を
訪
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
の
起
点
と
な
る
よ
う
努
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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